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　（1）�コンベンショナルPCR：川崎病に関する論文などで報告されてきたウイルスについて、既知のRNA/
DNAウイルス23種類についてPCRを実施し検証し、Torque Teno Virus（TTV）が検出された。

　（2）�リアルタイムPCR：コンベンショナルPCRで検証したウイルスも含めた69種類の既知のウイルスにつ
いてのPCRを実施した。片野らが開発したMultiplex Multivirus real-time PCRは、164種類のヒトに感
染するウイルスを同時に短時間で検出することが可能である（本研究では69種類のウイルスを選んで実
施した）。TTVのみ陽性であった。

　（3）�次世代型シークエンサー：次世代の高速・大量シークエンス法（ロシュ社のFLX）を用いて、1万遺伝子
の塩基配列を決定することにより、網羅的なウイルス検索を行った。次世代型シークエンサーにおいても、
TTVの遺伝子が検出された。

　このように、本研究においては、3種類の解析方法からTTVの遺伝子が検出された。さらに、定型を示す川
崎病患者（A病院4検体、B病院3検体）からも、TTVに特異的なバンドが検出された。しかしながら、TTV
が川崎病の原因ウイルスの候補になり得るかについては、慎重に議論と追加の研究をしなければならない。
　近年、私どもは、未同定のウイルスゲノムを迅速に同定するシステム（Rapid Determination System of 
Viral RNA/DNA：RDV法）を開発した（図2）。RDV法は、わずか2日でウイルスゲノムの一部の塩基配列を、
ダイレクトシークエンスにより決定できる。私どもは、RDV法により、いくつかの新しいウイルスの検出に成
功している。RDV法は、既知のウイルスの遺伝子配列に捉われることなく遺伝子を増幅し、塩基配列を決定で
きるので、川崎病の原因ウイルスの特定に適していると考えられる。
　C病院に入院した患者の血清からDNAを抽出し、RDV法Version 3.1を行った。これは、多検体解析用に改

図２　RDV 法 ver1.0（原法）の概略図

ライゲーション時に使用するオリゴを赤線、アダプターを青線で示した。
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関東川崎病研究会運営委員（平成20年11月29日現在）
	 顧　　　　問	 川　崎　富　作	（日本川崎病研究センター長）
	 	 薗　部　友　良	（日本赤十字社医療センター：小児科部長）
	 	 直　江　史　郎	（東邦大学名誉教授）
	 運　営　委　員　長	 今　田　義　夫	（日本赤十字社医療センター：小児科副部長）
	 副運営委員長	 佐　地　　　勉	（東邦大学医療センター大森病院：小児医療センター小児科教授）
	 会　　　　計	 小　川　俊　一	（日本医科大学付属病院：小児科教授）
	 	 野　中　善　治	（茅ヶ崎徳州会総合病院：副院長）
	 委　　　　員	 浅　井　利　夫	（東京女子医科大学東医療センター：スポーツ健康医学部教授）
	 	 阿　部　　　淳	（�国立成育医療センター研究所：免疫アレルギー研究部免疫療法研究室

室長）
	 	 鮎　沢　　　衛	（日本大学医学部：小児科学系小児科学分野准教授）
	 	 石　井　正　浩	（北里大学医学部：小児科教授）
	 	 伊　東　三　吾	（東京都立府中療育センター：院長）
	 	 上　村　　　茂	（昭和大学横浜市北部病院：循環器センター教授）
	 	 尾　内　善　広	（�独立行政法人理化学研究所横浜研究所：ゲノム医科学研究センター

循環器疾患研究チーム上級研究員）
	 	 小　林　富　男	（群馬県立小児医療センター：循環器科部長）
	 	 白　石　裕比湖	（自治医科大学附属病院：小児科教授）
	 	 関　　　一　郎	（東京都立墨東病院：小児科部長）
	 	 高　橋　　　啓	（東邦大学医療センター大橋病院：病院病理部教授）
	 	 寺　井　　　勝	（東京女子医科大学八千代医療センター：小児科教授）
	 	 土　井　庄三郎	（東京医科歯科大学医学部附属病院：小児科講師）
	 	 野　間　清　司	（のま小児科：院長）
	 	 堀　米　仁　志	（筑波大学大学院：人間総合科学研究科臨床医学系小児内科准教授）
	 	 三　浦　　　大	（東京都立清瀬小児病院：循環器科医長）
	 	 柳　川　幸　重	（帝京大学医学部附属病院：小児科教授）
	 	 吉　田　泰　子	（戸田中央総合病院：小児科部長）
	 	 渡　部　誠　一	（土浦協同病院：小児科部長）

（50音順）

※�平成20年11月29日の関東川崎病研究会運営委員会にて、尾内善広先生が新運営委員に推挙されました。
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